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1478 年から 1482 年におけるレオナルド・ダ・ヴィンチの聖母像  
―手稿分析による絵画の推定― 
 
佐藤慎一郎  
 
 
1. はじめに   
 本稿はレオナルド・ダ・ヴィンチ Leonardo da Vinci(1452-1519)が 1478 年から
1482 年の間に制作した聖母を主題とする絵画について、近年進展した手稿研究
の成果を用い、手稿の分析により絵画の推定を試みるものである。レオナルド
が遺した複数の手稿の記述から、1478 年から 1482 年の 5 年のうちに少なくと
も 2 点の聖母像が制作されていたことがうかがえる。しかしながら、この 2 点
の聖母像に関して、該当する絵画作品は未だ特定されていない。  
絵画作品はレオナルド研究の中でも主要な対象であるが、没後 500 年を迎え
た今日においても絵画の帰属や制作年代等未解明な点が多く、依然大いに研究
の余地がある。さらにこのうち、レオナルドが描いた聖母像について、研究を
進める重要性は明らかである。ハイデンライヒがほぼ確実にレオナルドの真筆
と見做した 17 点の絵画のうち、7 点がその主題に聖母を含む1。また同様に、レ
オナルドへの帰属が議論される絵画の中でも聖母を扱った作品は一定の割合を
占めており、聖母はレオナルドの絵画を扱う上で重要なモチーフと言える。レ
オナルドが制作した 2 点の聖母像の推定を行う本研究はこの文脈の中に位置付
けられる。  
 さらに研究対象となる 1480 年前後は、レオナルドのみならずフィレンツェ
の画壇にとって、大きな転換期にあたる。1481 年 10 月にはボッティチェルリ
Sandro Botticelli（1444-1510）やドメニコ・ギルランダイオ Domenico Ghirlandaio
（1449-96)といったレオナルドと同世代の画家達が、システィーナ礼拝堂の装
飾のため教皇庁に迎えられた。一方この選に漏れたレオナルドは、ボッティチ
ェルリらの風景描写ならびに遠近画法を猛烈に批判し、レオナルド独自の絵画
論を展開していくこととなる。この時期の絵画の研究は、その後レオナルドの
絵画制作の基礎となったという点で、非常に重要であると言えよう。  
ところで従来の絵画研究では、美術的分析の方法論が用いられることが多い。
これは特定の絵画作品に重心をおき、描線や陰影表現・絵画の構図といった画
 
1 Ludwig Heinrich Heydenreich, Leonardo da Vinci, Holbein-Verlag, Basel, 1954, pp.197-203. 
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風上の特性から絵画の帰属や制作年代を推定するものである。しかしながらこ
うした方法論は実証性に欠けるほか、研究者が自説を補強する史料を「当ては
めて」しまう傾向がある。  
 こうした絵画研究の欠点を補うものとして、手稿研究をあげることができよ
う。19 世紀半ばから進められた手稿研究では、今日多くの基礎資料が公刊され、
その基盤は完成しつつある。近年の手稿研究の成果として、アトランティコ手
稿に関する研究業績に限り、数点紹介したい。1973-80 年にかけ、ファクシミリ
版の「アトランティコ手稿（新版）」2が出版され、これと並行して A・マリノー
ニ August Marinoni による翻刻版3が 1975-80 年に出版されている。さらにこの 2
つの編集作業に加え、ペドレッティ Carlo Pedretti により各紙葉の大まかな内容
要約、記入年代の推定及び関連する先行研究の整理 4がなされている。  
以上のような手稿研究の成果は、レオナルドに対して実証的・編年的な研究
を行うことを可能にしている。この点で、手稿と絵画作品の研究は相互に連関
し、互いの不足点を補完するものと言えよう。レオナルドの聖母像を扱う本稿
もこの時点に在り、画風等のアプローチだけでなく、手稿と絵画とを相互に関
係させた研究を行う必要がある。  
 
2. 1478-82 年制作の聖母像に関する史料の整理と先行研究  
ここでは、レオナルド研究の現在地から立ち返り、改めて本稿の課題を眼差
したい。  
まず指摘するのは手稿[F.U. No.446E]に見られる記述である。  [F.U. No.446E]
は、サイズが縦 20.2cm 横 26.6cm であり、イタリア・フィレンツェのウフィッ
ツィ美術館に収蔵される。この子葉の右下部（全体の約 2 割程度）は手稿から
切り離されており、現在確認することはできない。手稿の内容については、r.面
には老いた男性の頭部右側の素描 1 点、観察者から見て左を向く男性の頭部の
素描１点、複数の機械の素描、および絵画に関する記述が確認できる。また、
v.面には複数の機械工具の素描が確認でき、このうち最も大きな機械の素描は、
 
2 Il Codice Atlantico di Leonardo da Vinci , edizione in facsimile dopo il restauro dell'originale, 
conservato nella Biblioteca Ambrosiana di Milano (12 volumi), Firenze, Giunti Barbera, 1973 -75. 
以下、略号を用いる。略号：Cod.Atl.fac. 
3 Il Codice Atlantico della Biblioteca Ambrosiana di Milano,  trascrizione diplomatica e critica di 
Augusto Marinoni (12 volumi), Firenze, Giunti Barbera, 1975-80. 以下、略号を用いる。略号：
Marinoni, Cod.Atl.tras. 
4 The Codex Atlanticus of Leonardo da Vinci , A Catalogue of its newly restored sheets by Carlo 
Pedretti (2 volumes), Johnson Reprint Corporation, 1978-79. 以下、略号を用いる。略号：Pedretti, 
Cod.Atl.Cat. 
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弩のような兵器の一種であると考えられる。  
 
＜挿図 2-1＞ [F.U. No.446E]、  
20.2×26.6cm、フィレンツェ、ウフィッツィ美術館  
 
 
＜挿図 2-2＞ [F.U. No.446E] 聖母に関する記述5（部分；拡大）  
 
 
この手稿の r.面の中央下部には、レオナルドが描いた聖母像に言及する短い
文章が確認できる6。「…bre 1478 Inchominciai le 2. Vergine Marie」（以下拙訳：
 
5 筆者により、左右を反転させる編集を行った。  
6 ＜挿図 2-2＞  
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1478 年…月、２点の聖母マリアに着手した）という記述は確かにレオナルドの
筆跡と認められる7。月に関する記述は、手稿の一部が切り取られているため正
確に読み解くことができない。しかしながらイタリア語の月名において、名前
に「…bre」がつく月名は 9 月（settembre）10 月（ottobre）11 月（novembre）12
月（decembre）であり、1478 年の秋から冬にかけての出来事であると推測でき
る。  
次いで、アトランティコ手稿第 888 子葉、r.面（以下、[Atl.888,r]）の記述に
も着目したい。アンブロジアーナ美術館に所蔵されるこの手稿は、ペドレッテ
ィの分析によると 1480-82 年のうちに記されたものであり、この年代推定は多
くの研究者に支持されている。この手稿には複数の機械に関する素描、男性の
頭部を描いた 10 点の素描（手稿上部中央に位置する男性の頭髪のみを描いた
素描も数に含めた）が確認できる8。これら男性の頭部の素描のなかで、左下部
に位置する大きい男性頭部の素描は、レオナルドの絵画作品である「音楽家の
肖像」Portrait of a Musician(ミラノ、アンブロジアーナ美術館所蔵)を想起させ
る。また、手稿の右中央から下方にかけて、この時期までに若きレオナルドが
手掛けた素描目録全 34 点が記述されている。  
目録には複数の絵画作品の習作と思われる素描が確認される。例えば第 3 項
にある「Certi San Girolamo」（拙訳：数枚の聖ヒエロニムス）の記述は、1480 年
から 1482 年のうちにレオナルドによって制作された「荒野のヒエロニムス」
Saint Jerome（ヴァチカン美術館所蔵）のための素描を指すと考えられる。また
第 12 項にある「Molti componimenti d’angioli」（天使を扱う多数の作品）の記述
に関しても、ウフィッツィ美術館所蔵の「受胎告知」の天使を扱う習作を含め、
複数の絵画作品との関連を指摘することができる。  
また同様に、本稿で扱う聖母についても、第 25 項から第 27 項にかけて 3 点
の記述が見受けられる。つまり、第 25 項の「Una nostra donna finita.」（完成し
た聖母像 1 枚）、第 26 項の「Un’altra qu<a>si ch’è ’n proffilo.」（ほとんど横向き
の別の聖母像１枚）、さらに第 27 項の「La testa di Nostra Donna che va’n cielo.」
（被昇天の聖母の顔１枚）の記述である。＜付表 2-1＞を参照されたい。  
 
 
 
 
7 裾分一弘『レオナルドの手稿、素描・素画に関する基礎的研究 資料編』中央公論美術
出版、2004 年[2004b]、212 頁。翻刻は裾分に基づいた。  
8 ＜挿図 2-3＞を参照。  
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＜挿図 2-3＞ [Atl.888,r] 全体図9 、  
40.6×28cm、ミラノ、アンブロジアーナ美術館  
 
 
 
9  Il Codice Atlantico di Leonardo da Vinci vol.Ⅹ , edizione in facsimile dopo il restauro 
dell'originale, conservato nella Biblioteca Ambrosiana di Milano, Firenze, Giunt i Barbera, 1975. 
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＜付表 2-1＞  [Atl.888,r]  素描目録全 34 点（筆者作成）10 
 
 
10 Il Codice Atlantico della Biblioteca Ambrosiana di Milano vol.Ⅴ,  trascrizione diplomatica e 
critica di Augusto Marinoni, Firenze, Giunti Barbera, , 1975, p.185.  
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ここから、[Atl.888,r]の記入が行われた 1482 年までの間に、レオナルドが 3
点の聖母像を扱っていたことが理解できる。このうち１点は制作が完了してい
ることが記されているが、その他２点の作品に関して制作状況は不明である。
また当然ながら、第 27 項に該当する聖母像は、聖母の頭部を中心に扱っている
ことが理解できる。一方第 25 項および第 26 項に該当する聖母は、おそらく聖
母の身体の一部、もしくはその全体が描かれている可能性が指摘できよう。  
また、手稿[F.U. No.446E]の内容を加味すると、[Atl.888,r]の素描目録に記載さ
れる 3 点の聖母像のうち、少なくとも２点は 1478 年に制作を開始したことが
窺える。 [Atl.888,r]の目録には各素描の制作年代などの記述はなく、1478 年に
制作された「２点の聖マリア」が第 25-27 項の何に該当するのか定かではない。
しかしながら 1478 年に制作を開始された聖母像を推定する際、 [Atl.888,r]の目
録に記された聖母の特徴を 1 点以上満たす必要がある、という点で、この記述
は非常に重要である。  
さて、この記述に該当する 2 点の絵画作品は未だ特定されていない。この問
題に関しては、絵画研究の分野から聖母像を示す試みがなされている。 [F.U. 
No.446E]の記述について、1478 年という年代が「ブノワの聖母」の制作開始の
日付であると初めて提言したのは S・コルヴィンである11。またハイデンライヒ
も同様に 1478 年制作の聖母像として「ブノワの聖母」をあげているものの、そ
の典拠を示しておらず、議論の余地がある 12。 
 このような研究には、いくつかの問題点が指摘できる。第一に、これらの研
究は特定のレオナルド絵画に主軸を置いており、他のレオナルド絵画、もしく
はレオナルドとの関係が議論される絵画に対して眼差しが向けられていない。
コルヴィンは「ブノワの聖母」がレオナルドに帰属するか否かという論争の中
で上記の記述を行っている。「ブノワの聖母」がレオナルドに帰属し、かつ描線
等の分析から 1480 年前後にこの絵画が制作されていると仮定した場合、「ブノ
ワの聖母」と[F.U. No.446E]の記述が一致するという見方である。  
第二に、手稿に記された文字と実際の素描との照合について、特別な関心が
払われていない。先行する照合の多くは、手稿に記された「聖母」の文言と聖
母の素描とを躊躇いなく結び付けているが、これは大きな誤りである。文字に
よる表示と絵画に見られる表現とを照合する際には、その描写や構図等に細心
の注意を向けるべきである。手稿に記された「聖母」については、まず手稿を
 
11  Sidney Colvin,”A Note on the Bénois Madonna of Leonardo da Vinci”,The Burlington 
Magazine for Connoisseurs Vol.20,No.106, Burlington Magazine Publications Ltd. 1912, p.233 .  
12 L.H. Heydenreich, op.cit., pp.197-203. 
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もとに聖母の構図や様相等の詳細な分析を行う必要があり、その分析を通して
のみ、現存する絵画作品との照合が可能となるだろう。  
 
3. 対象とする手稿  
まず、近年の手稿研究の成果に基づき本稿が視野に入れるべき手稿を示した
い。手稿本とも呼ばれる纏まった手稿の類に関しては、レオナルドの筆跡の変
化などから、大まかな記入年代の推定がなされている。各手稿の記入年代の推
定従うと、本稿が対象とする期間のうちに、レオナルドが記入を行なった手稿
は明らかである。すなわち、1478 年から 1482 年の 5 年の間にレオナルドの手
元にあった手稿はウィンザー手稿・アトランティコ手稿・アランデル手稿であ
る。ここから記入年代の点で、手稿分析を行う対象となる手稿をこの 3 点に絞
ることができる13。  
また上記 3 点の手稿のうち、アトランティコ手稿とウィンザー手稿について、
両手稿の関連が指摘されている。両手稿は今日一般に「親子の手稿」と位置付
けられているが、この関連を最初に指摘したのはエミル・メラーEmil Möller で
あった。メラーは 1950 年代までに記した 2 点の論考の中で、アトランティコ手
稿とウィンザー手稿をそれぞれ 2 点ずつ、計 4 点の手稿を取り上げ、それぞれ
の関係を論じている。メラーによると、ウィンザー手稿第 12443 子葉とウィン
ザー手稿第 12466 子葉はそれぞれ、アトランティコ手稿第 661 子葉とアトラン
ティコ手稿第 1062 子葉から切り取られた紙片である。次いでメラーの指摘に
基づき、アトランティコ手稿とウィンザー手稿の両手稿を丹念に精査したのは
ペドレッティである。ペドレッティはアトランティコ手稿を親、ウィンザー手
稿を子14と位置付け、53 対の子葉に親子関係を認めている15。  
さて、本稿は手稿分析を用いて聖母像の推定を試みるものであるが、この手
稿分析においては、各子葉の分析はもとより、より大きな括りでの「手稿」の
関係性も視野に入れる必要がある。ここから本稿ではメラーおよびペドレッテ
ィが指摘したアトランティコ手稿とウィンザー手稿の関連性を重視し、上記の
 
13 裾分一弘『レオナルドの手稿、素描・素画に関する基礎的研究 研究編』中央公論美術
出版、2004 年[2004a]、169-170 頁。  
14 本節における手稿の「親」「子」といった単語の使用は、ペドレッティが用いた「親子
葉」（parent sheet）の語から用いた。カルロ・ペドレッティ（裾分一弘監修）『レオナルド・
ダ・ヴィンチ素描集  第一輯「風景、植物および水の習作」』岩波書店、1985 年、5 頁。  
15 Carlo Pedretti, Leonardo da Vinci’s fragments at Windsor Castle from the Cocex Atlanticus, 
London,Phaidon Press, 1957.また A. E. Popham による解説も参照した。A. E. Popham, 
“Reviewed Work: Leonardo da Vinci: Fragments at Windsor Castle from the Codex Atlanticus  by 
Carlo Pedretti”, The Burlington Magazine Vol. 100, No. 664, 1958, p.255.   
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２点の手稿を中心に検討を進めたい。  
 
4. 手稿および内容の整理  
次いで、対象と位置付けたアトランティコ手稿ならびにウィンザー手稿をと
りあげ、本稿の課題に関連する手稿の抽出を試みる。抽出の基準として、アト
ランティコ手稿においてはペドレッティが推定した各子葉の年代を、ウィンザ
ー手稿では手稿に含まれる素描の内容を用いたい。  
4-1. 1478 年から 1482 年のうちに記入されたアトランティコ手稿について  
 アトランティコ手稿はミラノのアンブロジアーナ美術館に所蔵され、1119 子
葉から成る手稿の集成である。使用される言語は当時のトスカーナ語であり、
レオナルドは鏡像文字と呼ばれる左右反転・右から左へと流れる書体で記入し
ている。その内容はまさに百科全書的であり、機械工学や幾何学、力学といっ
た自然科学のほか、建築や兵器の研究、また絵画に関しては色彩学や遠近画法
の研究、および日常のメモや書簡の文案等多岐にわたる。  
 このアトランティコ手稿に関しては、数多くの先行研究がある。当手稿の体
系的な研究は G・ゴヴィ Gilberto Govi が 1872 年に公刊した書16に始まったと
いえ、現在までに様々な研究者・研究機関が編集作業を行なっている。すでに
紹介したように、1973-80 年にファクシミリ版の「アトランティコ手稿（新版）」
17が公刊され、同時に A・マリノーニによる原文の翻刻18、およびペドレッティ
による各紙葉の記入年代の推定19がなされている。  
 筆者は、ペドレッティによる年代推定の成果を用い、アトランティコ手稿全
1119 枚の r.面・v.面の記入年代のデータをまとめた。次いで、対象期間である
1478 年から 1482 年の間に記入された手稿の抽出を試みる。上記の作業を通し
て抽出した手稿を表の形にして付す。1478 年から 1482 年のうちに記入された
子葉は 87 点であり、各子葉の r.面・v.面を別に数えると 128 点である。抽出さ
れた子葉を＜付表 4-1＞に示す。  
 
16 Saggio delle opere di Leonardo da Vinci , con ventiquattro tavole fotolitografiche di scritture e 
disegni, tratti dal Codice Atlantico, a cura di Gilberto Govi, Milano, 1872.  
17 Cod.Atl.fac. 
18 Marinoni, Cod.Atl.tras. 
19 Pedretti, Cod.Atl.Cat. 
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 年代による手稿の抽出を通して、該当時期にレオナルドがいかなる事柄に関
心を払い、研究を行っていたかを把握することができよう。第一に、抽出され
た 128 点の手稿には機械に関する素描が多く描かれていることが指摘できる。
その中でも、兵器に関する素描や戦時下の都市防衛に関わる記述が確認できる。
例えば第 157 子葉の r.面には、複数の銃身を持つ特徴的な連装銃の素描が 3 点
確認できる。この特徴的な連装銃の素描は、第 94 子葉 r.面の左下部のほか、複
数の手稿で確認することができる。  
また、当時の一般的な大砲に関する素描および記述も多く認めることができ
る。例えば第 61 子葉 r.面における大砲の生産に関するメモとスケッチ、第 73
子葉 r.面の大砲の素描および砲弾の炸裂に関する研究のほか、第 18 子葉 r.面に
は大砲を城壁上に配置するための昇降機の図等もこれに関連する。さらには戦
時下の都市防衛に関して、城壁を越えようとする敵兵を一掃するためのウォー
ル・スイーパー（wall sweeper）の研究も盛んに行っている。ウォール・スイー
パーに関する研究は、第 1095 子葉 r.面のほか、第 94 子葉 r.面や第 1039 子葉 r.
面等相当数が該当し、レオナルド初期における中心的な研究課題と見なすこと
ができる。  
 この時期にレオナルドがあった状況を鑑みると、兵器および軍事的な事柄に
対するレオナルドの熱烈な関心は当然のことと理解される。この時期のレオナ
ルドといえば、師ヴェロッキオの工房があったフィレンツェを離れ、ミラノへ
赴く直前の時期である。アトランティコ手稿の第 1082 子葉 r.面には、レオナル
ドが当時のミラノの専制君主ルドヴィコ・スフォルツァ Ludovico Sforza（1452-
1508）に宛てた手紙の草稿が記されており、この中でレオナルドは自らを「兵
器の精通者並びに発明家」(maestri et compositori de instrumenti bellici)と称して
いる20。先進的な兵器等の考案ないし開発は、レオナルド自身の関心に止まら
ず、他国の君主に自らの能力を示すという点で重要な課題であった。  
 さて、先述した兵器類の他にレオナルドが関心を向けた機械工学の例として、
揚水機（water-lifting machine）の研究を挙げることができる21。揚水機について
の素描は第 7 子葉 r.面や第 156 子葉 r.面など複数の子葉に確認できる。揚水機
 
20 Marinoni, Cod.Atl.tras., vol.Ⅻ, 1980, p.182. Richter, op.cit., vol.Ⅱ, 1939,pp.325-327. 裾分
[2004b]、212 頁。  
21 レオナルドがルドヴィコ・スフォルツァに宛てた先の手紙には、揚水機に関する記述も
確認できる。該当する記述を以下に示す。「 In tempo di pace credo satisfare benissimo ad 
paragone de omni altro in architecura, （…） , et in conducer aqua da uno loco ad uno altro.」（拙
訳：平時におきましては、建築、（…）、また任意の地点から他の地点へと水を引くことな
どについて、他の者と比較しても十分に満足いただけるでしょう。）Marinoni, Cod.Atl.tras., 
vol.Ⅻ, 1980, pp.183-184. Richter, op.cit., vol.Ⅱ, 1939,pp.325-327. 裾分[2004b]、212 頁。  
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の形態は水車を用いたもの（第 8 子葉 r.面）やサイフォンを用いた給水システ
ム(第 165 子葉 r.面)等様々である。この中で特徴的なのは、現代でも用いられる
アルキメデスのスクリュー（Archimedean screw）を用いた揚水機である。この
アルキメデスのスクリューについては、第 26 子葉 v.面や第 47 子葉 r.面等に実
際の使用場面の観察が、第 156 子葉 r.面にはスクリュー本体の製造に用いる工
具の素描が確認できる。  
 次いで、該当時期における絵画に関する記述について簡潔に扱いたい。まず
8 点の子葉に人物を扱った素描が確認できる。第 7 子葉 v.面には男性の頭部を
扱ったごく簡単なスケッチがあり、同様に第 80 子葉 r.面には座る男性の略画
が、第 878 子葉 v.面には男性の横顔を扱った素描が２点確認できる。第 888 子
葉 r.面には、すでに確認したように、男性の頭部を描いた 10 点の素描が認めら
れる。第 971 子葉 r.面には男性と思われる人物の横顔の素描があるが、先行研
究によるとこれは恐らくレオナルドの真筆ではない 22。第 995 子葉 r.面には跪
く聖母の素描があり、本稿の課題と密接に関わるため詳細は後述する。また第
1112 子葉 r.面には煙草を吸う人物画が描かれている。  
 また、絵画で用いる透視図法を扱った子葉も複数確認できる。この透視図法
に関しては、第 80 子葉 r.面に見られるように実際に建築物を描いた素描のほ
か、幾何学的観点から研究を行った第 19 子葉 v.面などが確認可能である。さら
にレオナルドは透視図法を用いた絵画の背景の素描も残しており、第 147 子葉
r.面や第 1022 子葉 r.面、第 1069 子葉 r.面の子葉がこれに該当する。ペドレッテ
ィの指摘によると、このうち第 147 子葉と第 1022 子葉の２点はウフィッツィ
の「受胎告知」の背景、第 1069 子葉は同じくウフィッツィ所蔵の「キリストの
洗礼」の背景であるとされる23。  
 
4-2. ウィンザー手稿に見られる聖母の描写について  
 次いで、ウィンザー手稿における素描の抽出を行いたい。この手稿はその名
の通り英国のウィンザー王室図書館に所蔵され、389 枚の子葉によって構成さ
れている。ところで、レオナルドの手稿に描かれた素描は主に 2 種に大別可能
であり、一つは芸術上の、特に絵画制作を行う際の習作の類、もう一つは幾何
学・工学的な考案を表すための素画である。ウィンザー手稿の内容は主に美術
上の素描が中心であり、この手稿が時に「ウィンザー素描集」と呼ばれる所以
はここにある。  
 
22 Pedretti, Cod.Atl.Cat. volumeⅡ, 1979, p215. 
23 Pedretti, Cod.Atl.Cat. volumeⅡ, 1979, pp87,239-240,269. 
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 ウィンザー手稿の体系的な手稿分析は、1935 年に K・クラークが刊行した二
巻本に始まると言える24。次いで 1968 から 1969 年にかけ、クラークとペドレ
ッティが共同でウィンザー手稿の素描の再点検を行い、三巻からなる目録を公
刊している。一般に「ウィンザー手稿（クラーク＝ペドレッティ版）」と呼ばれ
るこの刊行物はウィンザー城に所蔵される全ての手稿のファクシミリ版を付し
ており、ここで初めて手稿の全体像が明らかになった 25。またこの時点におい
て、ペドレッティらによりウィンザー手稿の各子葉に関する大まかな内容の解
説が行われている。本邦においても「ウィンザー手稿（クラーク＝ペドレッテ
ィ版）」は大きな影響を与え、1997 年には細井雄介らによって邦訳版が出版さ
れている26。しかしながらこの時点においてもなお、全ての子葉の作成年代を特
定するには至っていない。  
ウィンザー手稿に関しても、関連する手稿の抽出を試みたい。ウィンザー手
稿の一部子葉の年代推定は未完の状態であるため、本節では素描に描かれる人
物画、特に女性を扱った人物画（老女を除く）に限定し、手稿および素描の抽
出を行いたい。この抽出方法については、主に２点の理由から設定を行った。
第一に、本研究は聖母を扱う絵画の推定を試みるものであり、対象となる絵画
作品の習作には聖母の描写が見られると考えられるためである。第二に、レオ
ナルドの他の聖母像の傾向から、聖母を比較的若い女性の姿で描いており、本
研究が対象とする聖母像も同様の傾向が見られるであろうと推測できるためで
ある。また対象となる素描が女性か否かという判断については、先行する素描
分析の成果を用いる。本節では、1968 年にペドレッティらによって示された解
説を中心に、先行研究で女性と認定された、あるいは性別不明の若い人物画に
限り手稿の抽出を行っている。以上の観点で抽出される子葉は 27 点（r.面、v.
面を別に数えると 28 点）である。  
 
24 A Catalogue of the drawings of Leonardo da Vinci,  in the Collection of His Majesty the King 
at Windsor Castle by Kenneth Clark (2 vols.), London, 1935.  
25 The Drawings of Leonardo da Vinci,  in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor 
Castle, by Kenneth Clark, 2nd edition, revised with the assistance of Carlo Pedretti ( 3 volunes), 
London, Phaidon, 1968-69.本項は同書を中心に参照した。また「ウィンザー手稿（クラーク
＝ペドレッティ版）」の刊行から十数年の時を経て、ペドレッティは特定の主題（主に背
景、植物および水の描写）に限定した手稿の再整理を行なっている。Leonardo da Vinci,  
Landscapes, plants and water studies in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle  
(2vols), edited by Carlo Pedretti, London, Johnson Reprint, 1982 -83. 
26 ケネス・クラーク（細井雄介、佐藤栄利子、横山正、村上陽一郎、養老孟司訳）「レオ
ナルド・ダ・ヴィンチ素描集：英国王室ウィンザー城所蔵」、朝倉書店、1997 年。おそら
く本邦初のウィンザー手稿の邦訳版である。しかしながらこの刊行物は、原著の出版から
30 年余りが経過したのちに出版されていることには注意が必要である。ペドレッティは
この期間のうちに、複数の点で自説を転換している。  
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 ペドレッティが行った手稿の内容分析に基づき、抽出した素描を確認してい
きたい。ペドレッティの指摘では、抽出した 28 点の手稿のうち 10 点は聖母を
題材とした素描ではない。例えば第 12337 子葉 r.面には画枠に描かれた裸体女
性のスケッチが 2 点確認できるが、これらの素描は「レダ」を扱う絵画の習作
とされる。レオナルドは 1508 年前後に「レダと白鳥」を主題とした絵画作品を
描いたとされるが、オリジナルの絵画は現存していない。しかしながらこの「レ
ダと白鳥」について、レオナルデスキ（レオナルドの弟子の意）による作品は
複数存在し、特にチェーザレ・ダ・セストによる模写（サリスベリー、ウィル
トン・ハウス所蔵）からオリジナルの絵画への考察が可能である。本節で抽出
した手稿のうち、第 12515 子葉、第 12516 子葉、第 12157 子葉、第 12518 子葉
の 4 点もまた、同様に「レダ」を扱う習作として位置付けられている。この 4
点の手稿には記入年代の推定がなされており、おおよそ 1504-10 年である。  
また、その他の主題を扱った素描として、以下に簡単に触れる。第 12505 子
葉には左横を向いた若い女性の頭部と肩の素描が 1 点確認でき、これはおそら
く聖母ではない。またこの女性の後頭部に描かれる帽子はフィレンツェ独特の
ものであるとの指摘がなされている。第 12506 子葉にみられる若い女性の半身
像について、ヴィンチ委員会は「イザベラ・デステの肖像」との関連を指摘し
ている27。次いで第 12508 子葉に描かれる半身の女性像は絵画作品等の習作で
はなく、古代の硬貨もしくはジェムをもとに理想化された頭部であるとの見解
が示されている。第 12533 子葉は「聖アンナ」のための素描であり、1510-11 年
ごろの記入である。第 12534 子葉に見られる女性像は、従来レオナルドの真筆
とされ、「聖アンナ」の習作とみなされてきた。ペドレッティはこの両意見に否
定的であるが、一方でこの子葉の帰属や関連する絵画などについては言及して
いない。  
 次いで、レオナルドの弟子による習作とされた手稿は 7 点ある。第 12509 子
葉、第 12510 子葉、12511 子葉、12512 子葉は全て若い女性の頭部と肩を描いて
おり、ペドレッティはその作風からレオナルデスキの作品としている。第 12654
子葉に見られる二点の頭部の素描については、主題の性別が明らかでないもの
の、レオナルドの素描ではないとされる。第 12663 子葉にはチェーザレ・ダ・
セストによる聖母子の習作二点が、第 12664 子葉には上方に聖母と二人の幼児
の素描があり、弟子による模写と位置付けられる。  
 
27 I Manoscritti e Disegni di Leonardo da Vinci pubblicati dalla Reale Commissione Vinciana , 
Disegni. Introductions to each portfolio and catalogue by Adolfo Venturi, Roma,vol.Ⅳ, 1936, 
pl.234,ⅰ. 
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 6 点の手稿に関して、帰属もしくは主題が定まっていない。第 12576 子葉、
第 12577 子葉には正面を向く人物の全体像が描かれている。これらの描写に見
られる頭髪は女性的である一方、その脚は筋肉質で男性を思わせ、主題の性別
は判明していない。これらの手稿に関して、ペドレッティはおそらく弟子によ
る模写であると結論づけているが、その論拠を明確に示していない。また第
12581 子葉には風景の中に立つ女性の全体図が描かれ、ダンテの挿絵として描
いたとする説もある。帰属に関しても議論が続いており、仮にレオナルドの真
筆とした場合、最晩年の素描と見做すことができる。第 12663 子葉 v.面にはわ
ずかに左を向いた女性の頭部の素描があり、帰属は定まっていない。ペドレッ
ティは弟子の作品の可能性を示しているが、ハイデンライヒはレオナルドの真
筆としている。第 12809 子葉に描かれる人物の頭部についても、主題の性別は
定まっていない。一見少女に見えるが、若いキリストとも捉えられる。またこ
の第 12809 子葉は、おそらくレオナルデスキに帰属する。次いで、第 12513 子
葉の確認に移りたい。この手稿に描かれた素描は、主題が断定できないものの、
注目に値する。ペドレッティの指摘ではこの素描は確かにレオナルドの真筆で
あり、様式と紙の類似から第 12569 子葉との関連が指摘される。同一の女性を
数多の構図を用いて正確に描写する姿勢から、レオナルドの人物描写に対する
信念を感じることができよう。  
 また、一部の子葉に付された記入年代の推定により、本稿の対象年代から外
れる手稿が 2 点存在する。第 12514 子葉の女性像について、その主題は諸説あ
るが、ペドレッティは「糸巻きの聖母」の素描とみなす。この場合、第 12514 子
葉の制作年は「糸巻きの聖母」と同じ 1510 年前後である。また第 12670 子葉に
は斜め左を向く女性の頭部が描かれており、ペドレッティはこの手稿の r.面の
内容から、この素描をレオナルド最晩年のものと位置付け、間違いなくレオナ
ルドの真筆としている。またこの素描自体は非常に荒く粗雑であり、レオナル
ドが晩年に手の巧緻さを失っていたとの通説を裏付けるものであるとしている。 
 以上から、本稿の課題に関連して、主題と制作年代がおおよそ一致する手稿
は 3 点である。この 3 点に関しては、やや詳しく所見を付け加えたい。最初に
確認する手稿は第 12276 子葉の r.面および v.面の 2 点である。両手稿は同一の
子葉の裏表であり、ペンとインクでの記入され、サイズは 40.5cm×29cm である。
まず r.面に着目すると、中央に聖母子およびイエスとは別のもう一人の赤子が
描かれている。ペドレッティによるとこれは洗礼者ヨハネである 28。また左上に
 
28 ハイデンライヒもペドレッティと同様に、ウィンザー手稿第 12276 子葉の r.面を「聖母
子と洗礼者ヨハネ」（Kniende Maria mit Jesus und Johannes）の題で紹介している。ハイデ
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は少女の胸像が 2 点あり、下方には 8 点の横顔（うち 1 点は少女）が確認でき
る。紙面には以上のほか、複数の人物画および動物の素描が描かれる。次いで
v.面には左上に少女の横顔が、右下には左向きの少女の半身像と肩までの少女
の素描がある。その他、v.面には複数の老いた男性の横顔、および若い男性の横
顔が描かれている。この手稿の記入年代は、v.面に描かれた老人男性の頭部像と
ウフィッツィ美術館に収蔵される手稿との関連から、1478 年前後とすることが
一般的である。r.面に描かれた聖母に話を戻すと、聖母は坐してイエスを抱え、
イエスは聖母の右乳房を咥えている。もう一人の赤子はマリアの左足付近に描
かれ、聖母を見つめている。マリアは体をやや右に向けながら、頭部はもう一
人の赤子を眼差すように左下に向けられている。聖母の左下に向けられた頭部
は一度完成間近まで描かれたのち、次いでイエスに視線を向けるように右側に
向けられている。この構図の変更から、初期の絵画の構想の段階で描かれた素
描と考えられる。イエスに聖母の右乳房を咥えさせる構図が「リッタの聖母」
および「カーネーションの聖母」を思わせる、というのは筆者の私見である。
しかし「リッタの聖母」と「カーネーションの聖母」のどちらの絵画作品にも
聖母子以外の描写が見受けられず、考察の余地があろう。また聖母を頂点とし
人物を三角形に配置した構図は、ペドレッティの指摘に曰く、ラファエロに見
られる盛期ルネサンスの代表的な構図を先取りしたものである。  
 3 点目は第 12560 子葉である。子葉のサイズは 13.3cm×13cm であり、薄い青
で子葉全体に地塗りをし、その上にペンと銀筆を用いて記入が行われている。
一般にウォッシュと呼ばれるこうした地塗りがレオナルドの手稿に施されるこ
とは稀である。同様の青い地塗りは、アトランティコ手稿第 651 子葉 r.面、ア
トランティコ手稿第 878 子葉 r.面、アトランティコ手稿第 1052 子葉(ⅰ)r.面等に
見受けられる29。この手稿の中央上部には、枠の中に描かれた両腕を広げ跪く聖
母と幼児イエスの素描が見られる。さらにこの素描の左下には背を向けた幼児
が描かれ、左の腕に寄りかかっている様子が確認できる。上記以外には、左上
 
ンライヒはこの作品を「レオナルドの筆致による素描、またはレオナルド派ないし後継者
の素描と考えられる作品」(Bildentwürfe aus Zeichnungen Leonardos oder Werken der Schule 
beziehungsweise Nachfolge erschließbar)と位置付けている。Heydenreich,op.cit.,p202. 
29 ペドレッティは 1968-69 年に出版した「ウィンザー手稿（クラーク＝ペドレッティ版）」
において、上記の 3 手稿を全て 1485 年記入のものとし、ここからウィンザー手稿第 12560
子葉の記入年代を 1485 年においている。しかし、1978-79 年に出版した「アトランティコ
手稿（新版）」の中で、アトランティコ手稿第 651 子葉 r.面およびアトランティコ手稿第
1052 子葉(ⅰ)r.面を 1485-87 年、アトランティコ手稿第 878 子葉 r.面を 1478 年記入とし、推
定される記入年代の変更を行っている。Clark, Pedretti, op.cit., vol.2, p.106. クラーク、前掲
書、118 頁。Pedretti, Cod.Atl.Cat., vol,Ⅱ, 1979, pp.58,159,258.  
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に禿頭の老人の頭部の習作が、右には複数の機械と建物の描写、中央右には 3
基の尖塔の素描が確認できる。第 12560 子葉に見られる聖母子については、画
枠が設定されていることから、絵画作品のための習作と思われる。一方この画
枠はおよそ 3cm×4.5cm ほどであり、非常に簡単なスケッチであることから、構
想初期における素描の可能性が指摘できる。この中でマリアは頭部を左下に向
け、横たわるイエスに視線を向けている。また背景に目を向けると、聖母の両
脇には二本の樹木が確認でき、さらに奥には山々の稜線を思わせる曲線が付さ
れている。  
 
4-3. 小括  
 以上は、本稿の課題に関連するアトランティコ手稿並びにウィンザー手稿の
確認である。アトランティコ手稿では 128 点の、ウィンザー手稿では 28 点の手
稿を抽出し、その内容の分析を行った。このうち、1478 年から 1482 年の間に
レオナルドが制作した聖母像と特に関連が指摘できる手稿は 4 点ある。すなわ
ち、1480-82 年のうちに記入され聖母の素描が見られるアトランティコ手稿第
995 子葉 r.面、同様に聖母の素描を含み、1478 年前後に記入されたウィンザー
手稿第 12276 子葉の r.面および v.面、そして画枠に描かれた聖母があるウィン
ザー手稿第 12560 子葉である。次章では、このうちアトランティコ手稿第 995
子葉 r.面およびウィンザー手稿第 12560 子葉に着目し、両手稿の関連について
記述していきたい。  
 
5. 手稿分析  
5-1. [Atl.995,r]に関して  
5-1-1. [Atl.995,r]の概要と帰属について 30 
 アトランティコ手稿第 995 子葉 r.面（以下、[Atl.995,r]）は他のアトランティ
コ手稿と同じくミラノのアンブロジアーナ美術館に収蔵される手稿である。こ
の手稿はペンとインクによって記入され、ペドレッティによる年代の推定では、
この手稿は 1480-82 年に位置付けられる。手稿の左上部には印刷機（printing 
press）と思われる機械の素描があり、その左には機械に関する若干のメモが付
されている。また手稿の右下には、聖母を扱った素描が確認できる。手稿の全
体図を＜挿図 5-1＞、聖母の素描を＜挿図 5-2＞に示す。  
 この聖母の素描について、いくつか所見を付け加えたい。この素描では聖母
 
30 [Atl.995,r]について、Marinoni, Cod.Atl.tras.および Pedretti, Cod.Atl.Cat.を中心に参照し
た。  
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の頭部から膝までのほぼ全体像が描かれており、聖母は身体を正面に向けてい
る。聖母は両膝を地面につけた状態で跪いており、膝の位置関係は左膝を前に、
右膝を後ろにしている。聖母の右手は右方向にやや伸びた状態で描かれており、
上半身から離れていることが確認できる。一方左腕は肘までが上半身と接して
おり、肘より先は左方向へと伸ばされている。両手については簡単なスケッチ
がなされており、右手は掌を下に向け、その指先は体の外側を示している。次
いで聖母の頭部は左方向に向けられており、その目線は左足の足元に向けられ
ていることがわかる。聖母の頭部には簡単な毛髪の描写が確認でき、また頭頂
部にはベールのような服飾を身につけている。他の服飾の描写に目を向けると、
聖母は衣服の上に一枚のベールを身に纏っている。また聖母の毛髪や顔の描写
などと比較し、衣服が波打つ様子などはやや細かく描写されている印象である。
また、聖母の右胸付近には陰影がつけられており、絵画全体の光源は聖母の左
側に置かれることがわかる。  
 
＜挿図 5-1＞ [Atl.995,r] 全体図31、 
14.5×21.4cm、ミラノ、アンブロジアーナ美術館  
 
 
31  Il Codice Atlantico di Leonardo da Vinci vol.Ⅺ , edizione in facsimile dopo il restauro 
dell'originale, conservato nella Biblioteca Ambrosiana di Milano, Firenze, Giunti Barbera, 1973.  
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＜挿図 5-2＞ [Atl.995,r] 聖母の描写（部分；拡大）  
 
 
ところで、20 世紀中葉まではこの聖母の素描をレオナルド自身が描いたもの
ではなく、レオナルド派の弟子による習作とする言説が一般的であった。その
根拠は、第一に、この素描が右手によって描かれているためである。レオナル
ドの利き手については議論があるが、左利き、もしくは両手利きとするのが定
説である。レオナルドは文字の記入や絵画制作の際、主に左手を使用している。
レオナルドが鏡像文字を使用した理由は、左手での記入を容易にするためとの
説もある。素描に関しても、同様のことが言える。一般的なレオナルドの素描
は、その描線ならびに陰影表現に用いられる斜線が左上から右下の方向に走っ
ており、これはレオナルドが左手で描写を行ったことに起因する。  
一方[Atl.995,r]に含まれる聖母の素描の場合、聖母の胸元に描かれる陰影表現
が右上から左下に向かう斜線で描かれていることが確認できる。この斜線の向
きは一般に、右手で陰影表現を描く際によく見られる特徴である。この陰影表
現から、[Atl.995,r]に含まれる聖母の素描は右手によって描かれたものと推測さ
れ、これはレオナルドの素描に見られる一般的な特徴と合致しない。また一部
の研究者は、この聖母の素描のスタイルに関して、ルネサンス期フィレンツェ
の画家ギルランダイオ Ghirlandaio(1449-1494)かフィッリッポ・リッピ Filippo 
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Lippi(1406-69)との類似を指摘している32。  
以上のように、右手による素描の描写、また画風の相違のため、この素描は
レオナルドに帰属しないと考えられてきた。しかしながら、今日その言説は覆
されつつある。手稿研究の進展により、レオナルドが複数の素描において右上
から左下に向かう描線を使用していることが確認された 33。この確認により、レ
オナルドが時に右手による記入および描写を行っていた可能性が指摘されてい
る。今日では、描線の向きのみを取り出してその帰属を議論する研究はほとん
ど行われない。また画風状の特徴に関しても、この素描とレオナルドとの関係
が再度議論されている。例えばペドレッティはこの聖母の素描に関して、レオ
ナルドが描いた可能性を指摘し、「受胎告知」（Annunciation）あるいは「東方三
博士の礼拝」（Adoration of the Magi）の為の習作ととらえている34。筆者は近年
の研究成果を踏まえ、[Atl.995,r]に含まれる聖母の素描がレオナルドに帰属する
ものと考えたい。  
 
5-1-2. [Atl.995,r]と既存のレオナルド絵画との比較  
 前節では[Atl.995,r]に含まれる聖母の素描の特徴と帰属について扱い、またペ
ドレッティによる当素描への見解を簡単に紹介した。すなわち、この聖母の素
描がレオナルドに帰属する可能性があり、「受胎告知」（Annunciation）あるいは
「東方三博士の礼拝」（Adoration of the Magi）の為の習作であるとする説であ
る。筆者はこの素描の帰属に関して、ペドレッティの説を支持する。一方で、
この素描が「受胎告知」あるいは「東方三博士の礼拝」の為の習作であるとす
る考えには疑問が残る。本節ではペドレッティの指摘する２点の絵画作品とこ
の聖母の素描とを比較し、この素描が聖母を題材とした別の絵画作品の習作で
ある可能性を示したい。「受胎告知」並びに「東方三博士の礼拝」の全体像はそ
れぞれ＜挿図 5-3＞、＜挿図 5-4＞を参照されたい。次いで[Atl.995,r]の聖母
の素描を＜挿図 5-5＞に、「受胎告知」の聖母部分を＜挿図 5-6＞、「東方三博
士の礼拝」の聖母部分を＜挿図 5-7＞に示す。  
 まず、[Atl.995,r]の素描と「受胎告知」に関して、簡単な比較を行いたい。フ
 
32 後述するペドレッティも、当初はこうした指摘を行なっていた。Clark, Pedretti, op.cit., 
vol.2, p.106. クラーク、前掲書、118 頁。  
33 例えば、本課題の前提である[Atl.888,r]にも、右上から左下へと流れる描線が確認でき
る。この子葉の左下部に描かれる男性の頭部の素描には、明らかに[Atl.995,r]の陰影表現
と同じ特徴が見て取れる。レオナルドの利き手に関しては今なお多くの研究が行われてお
り、今後の研究動向を注視していく必要がある。裾分[2004a]、293-302 頁。  
34 Pedretti, Cod.Atl.Cat., vol.2, 1979,p.227. 
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ィレンツェ・ウフィッツィ美術館に所蔵される「受胎告知」は 1472-5 年頃に制
作され、サイズは縦 98cm 横 217cm である。油彩とテンペラで描かれており、
レオナルドの青年期に描かれた傑作の一つである。絵画の主題は画題の通り、
大天使ガブリエルが処女マリアにイエスの懐胎を告げる新約聖書の一場面であ
る。聖母は絵画に向かって右側に、大天使ガブリエルは左側に描かれている。
この「受胎告知」に描かれた聖母像の構図に着目すると、聖母は書見台（ lectern）
の後ろに座しており、右手を書見台の上に、左手は胸の前で掌を見せるように
描かれている。また頭部の向きは、ガブリエルのいる右側に向けられている。  
 
＜挿図 5-3＞「受胎告知」フィレンツェ、ウフィッツィ美術館 
 
 
一方[Atl.995,r]の素描はどうか。[Atl.995,r]の聖母は両膝を地面につけた姿勢
をとり、右腕を右前方に伸ばしている。左腕は肘までを体につけ、その先の手
は体から離し左前方へと伸ばしていることがわかる。また、頭部を左に向け、
その目線は左下方に向けられている。ここから、聖母の姿勢や両腕の配置、ま
た頭部の向きなどの点で、両聖母の構図が一致しないことが理解できる。
[Atl.995,r]を 1480-82 年記入とするペドレッティの年代推定に基づくのであれば、
[Atl.995,r]が描かれた時期にはすでに「受胎告知」は完成しており、構図が大き
く変化することは考えづらい。そのため筆者は、主に構図の観点から、[Atl.995,r]
を「受胎告知」の習作と捉えることに否定的である。  
 同様に、「東方三博士の礼拝」に関しても、その関連は疑わしい。同じくウフ
ィッツィ美術館に収容される「東方三博士の礼拝」はレオナルドの未完の傑作
の一つであり、1481 年前後にサン・ドナート・ア・スコペート修道院 San Donato 
a Scopeto の祭壇画として制作を開始した作品である。東方三博士の巡礼という
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聖書的主題（マタイ 2,1-12）を扱い、生後間もないイエスと聖母マリアを中心
に据える構図で描かれている。ここでの聖母は、左手にイエスを抱き、頭部は
イエスを眼差すように左に向けられている。  
[Atl.995,r]との関連においては、まず制作年代の一致が指摘できる。さらに頭
部の向きに関して、どちらの聖母も左下方に視線を向けるように描かれている
という点で、ある程度の類似が認められるだろう。しかしながら腕の描写に関
して、両手を体から離す[Atl.995,r]に対し、「東方三博士の礼拝」では体の前で
手を組んでいることがわかる。また幼いイエスを抱く聖母の描写は、[Atl.995,r]
の素描には全く認められない。さらに「東方三博士の礼拝」の聖母には足首以
下の描写が確認でき、聖母は何らかの物体に腰掛けている。これらの相違から、
[Atl.995,r]と「東方三博士の礼拝」との関連を指摘することは難しい。  
 以上は、ペドレッティにより指摘された 2 点の絵画作品と[Atl.995,r]に含まれ
る聖母の素描との比較考察である。これまで見てきたように、上記２点の絵画
に描かれる聖母と[Atl.995,r]の聖母との間には、構図上の不一致が認められる。 
 
＜挿図 5-4＞「東方三博士の礼拝」フィレンツェ、ウフィッツィ美術館 
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〈挿図 5－5〉[Atl.995, r] 
聖母の素描（部分；拡大） 
〈挿図 5－6〉「受胎告知」 
（フィレンツェ、ウフィッツィ美術館） 
聖母の描写（部分；拡大） 
〈挿図 5－7〉「東方三博士の礼拝」 
（フィレンツェ、ウフィッツィ美術館） 
聖母の描写（部分；拡大） 
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5-1-3. [Atl.995,r]の聖母像と、1478 年に制作を開始した聖母像との関係  
 本稿の課題は、これまで述べてきた通り、1478 年から 1482 年の間にレオナ
ルド・ダ・ヴィンチが制作した聖母像を推定することである。該当期間に記入
されたアトランティコ手稿の子葉において、聖母の素描が確認できたのは
[Atl.995,r]のみである。聖母の素描の少なさから、レオナルドは日常的に聖母を
描いていたわけではないことが窺える。筆者はこの[Atl.995,r]の素描を、先行研
究でも指摘されている通り、絵画作品のための習作と位置付けたい。さらに、
[Atl.995,r]と関連する絵画作品は、その手稿の年代からして、1478-82 年のうち
に描かれた聖母像である可能性が非常に高い。ここから、[Atl.995,r]と関連する
レオナルドの聖母像を指摘することが、本稿の着地点となり得るだろう。  
 さて、[Atl.995,r]の聖母像について、その構図の特徴は以下の 4 点である。第
一に、聖母が跪く構図である。第二に、聖母の頭部は左下に向けられている。
第三に、聖母は両手を身体から離し、それぞれ左右に広げている。最後に、聖
母の右手は掌を下に向け、その指先は体の外側を示している。とりわけ、第三・
第四に見られる聖母の腕の構図は、先行研究で関連が指摘されたレオナルド帰
属の絵画作品に見受けられない特徴であり、注目すべきである。  
確かに、この素描から確認できることは聖母の描写のみである。画枠に対す
る聖母の大きさ等がわからず、絵画全体における主題は不明である。また背景
やその他の人物の描写の有無等の情報も付されていない。一方で、この聖母の
素描を 1478-82 年に作成した聖母像の習作とした場合、完成した絵画作品は先
に指摘した 4 点の特徴を含んでいる可能性が高いと言える。  
 
5-2. [W.12560]と[Atl.995,r]について  
5-2-1. [W.12560]の概要と記述35 
 次いで、ウィンザー手稿から第 12560 子葉（以下[W.12560]）を取り上げたい。
その全体図は＜挿図 5-8＞に示す36。この手稿を収蔵する機関は、英国のウィ
ンザー王室図書館である。またこの子葉の記入年代は定まっていない。手稿へ
の記入は銀筆(silver-point)とペンを用いて行われている。銀筆はその名の通り銀
を用いた画材の一種であり、紙面に付着した銀が酸化することにより発色する。
 
35 [W.12560] について、1935 年にクラークとペドレッティが記した「The Drawings of 
Leonardo da Vinci, in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor Castle」の第二版（1968
年出版）を中心に参照した。  
36 The Drawings of Leonardo da Vinci, in the Collection of Her Majesty the Queen at Windsor 
Castle vol.1, by Kenneth Clark, 2nd edition, revised with the assistance of Carlo Pedretti, London, 
Phaidon, 1968. 
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銀筆は繊細な線を表現することが可能であるが、一方で修正は難しく、その使
用には相当の鍛錬が必要である。レオナルドが好んで銀筆を使用していたこと
は、銀筆を用いた手稿の多さからも窺える。また[W.12560]の用紙は、その全体
が若干青みがかっているという点で特徴的である。この青みがかった用紙に関
しては、レオナルドのミラノ時代初期(1482-88 年頃)に使用したものであるとの
見方があるが、筆者はその詳細に関しての判断を避けたい。  
[W.12560]の左上部には、右を向く男性頭部の素描が描かれている。上部中央
には、画枠が設けられた絵画の習作が描かれており、ペドレッティらの先行研
究によるとこれは確かに跪く聖母であるとされる。この聖母の素描の左下には、
幼い子どもの簡単なスケッチが付されている。また子葉の中央には複数の尖塔
の素描が確認できる。子葉の右側には複数の機械の素描が確認できる。さらに、
下部右側にはアルキメデスのスクリューが付されている。  
 
5-2-2. [W.12560]と[Atl.995,r]における聖母像の類似  
 本節では、それぞれ [Atl.995,r]と[W.12560]に含まれる聖母の構図が類似して
いることを指摘し、これらが同一の主題を扱った素描であることを示す。比較
にあたって、＜挿図  5-9＞に [W.12560]の聖母の素描を、＜挿図  5-10＞に
[Atl.995,r] の聖母の素描を示す。[Atl.995,r]の聖母像について、その構図の特徴
は前節で既に指摘した。すなわち、①聖母が跪く構図②頭部を左下方にむけた
構図③両腕を身体から離し、それぞれ左右に広げた構図④右手は掌を下に向け、
指を体の外側に向けた構図、の 4 点である。  
 一方、[W.12560]に含まれる聖母の描写はどのようであるか。素描から、聖母
が地面に両膝をつき、跪いている様子が確認できる。この際の膝の位置関係は、
右足を前方に、左足をやや後方に置いている。また聖母の頭部は非常に簡単に
描かれているものの、左側に向けられていることがわかる。聖母の視線は左下
方へと向けられており、その視線の先には幼児と思われる描写が見出される。
また聖母の腕に目を向けると、マリアの右腕は身体から離され右方向に伸びて
いる。右手の掌は下に向けられ、指先は画枠の左中央付近まで伸ばされている。
左腕の描写ははっきりと確認できないものの、着衣の拡がりから左のやや前方
へと伸ばされている様子が確認できる。この両碗の描写は、[W.12560]の聖母を
特徴付ける点と言えよう。さらに聖母の服飾については、頭頂部付近にはベー
ルのような描写が見受けられる。最後に、聖母の左腕を中心に施された陰影表
現の描写は、左上から右下に向かうレオナルド特有の斜線によって行われてい
る。  
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 これらの確認を通して、[W.12560]に含まれる聖母の構図が、[Atl.995,r]の聖母
に見られる 4 点の特徴的な描写と一致することがわかる。第一に、[Atl.995,r]と
[W.12560]の両聖母は、共に跪いた姿勢をとっている。次いで、どちらの聖母も
顔を左方向に向け、その目線は左下方に向いている。さらに両聖母の腕は左右
に伸ばされており、右手は掌を下にしている。ここから、少なくとも両聖母の
素描において、2 点の子葉の関係を指摘することができる。前節で[Atl.995,r]の
聖母を絵画作品の習作としたが、今回の比較により、[W.12560]も[Atl.995,r]と同
一の絵画の習作である可能性が指摘できるだろう。  
また確かに、いくつかの点で両聖母の相違も指摘できる。例えば [Atl.995,r]の
聖母は左足を前にして跪いているのに対し、[W.12560]の聖母は右足を前に置い
ている。また[Atl.995,r]と[W.12560]とを比較すると、前者の聖母が体をやや伸ば
しているのに対し、後者は腰を曲げ、屈んだ姿勢をとっている。しかしながら
これらの相違は、単純な構造の変更によるものと推測できる。総じてレオナル
ドは素描への記入を通して構図の検討を行っており、今回指摘した相違もこう
したレオナルドによる検討の過程であると言えよう。  
 この[W.12560]の聖母について、さらに検討していきたい。まず[W.12560]の素
描の最大の特徴は、絵画のための画枠が設けられている点である。ここから我々
は、該当する絵画作品の主題を把握することが可能である。[W.12560]では、聖
母が画枠のほぼ中央に据えられており、この絵画の主題が聖母自身であると考
えられる。また聖母の左前方には聖母以外の描写 1 点（これは幼児であると考
えられる）が見受けられる。聖母が左を向いているのは、おそらくこの対象に
目を向けるためである。さらに、聖母の奥には背景と思われる簡単なスケッチ
が確認できる。聖母の両側には樹木と思われる描写が左右に 1 点ずつ配置され、
また向かって右の背景には、山の稜線と捉えられる曲線が描かれている。背景
描写から、マリアは屋外もしくは外の景色が確認できる半屋外にいる描写であ
ると考えられる。  
 [W.12560]と[Atl.995,r]が同一の主題を扱った絵画の習作であるとした場合、
[W.12560]の聖母描写から、完成した聖母像についての考察を深めることができ
る。まず、完成した聖母像は先に触れた4点の構図的特徴を含んでいると言える
だろう。さらにレオナルドの描いた絵画は、跪く聖母が絵の中心に据えられて
おり、幼児の絵が含まれている可能性がある。また聖母はおそらく屋外におり、
樹木や山々等の背景が付されていると考えられる。  
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5-3. [W.12560]の制作年代について  
 これまで[W.12560]および[Atl.995,r]における聖母の構図が非常に類似してい
ることを示してきた。しかしながら、現時点でこの両手稿を関係付ける点は聖
母の描写のみであり、より慎重な考察が求められる。本節では、[W.12560]に記
入された他の素描に着目し、年代の推定を試みたい。この年代推定により、
[W.12560] が[Atl.995,r]と同じ時期に記入されたことがわかれば、聖母の描写と
制作年の一致から、先の説を補強することができるだろう。  
[W.12560]を含むウィンザー手稿の各子葉について、その制作年は定まってい
ない。その大きな要因は、この手稿に文字が記入されていない点である。すで
に確認したように、多くの年代推定は筆跡による分析が中心である。文字の記
入がない素描に関しては、複数の方法で年代の推定がなされる。一つは、表現
方法の比較や構図の変化により推定するアプローチである。しかしながらこの
推定方法は、観察者の主観によるところが大きいという問題がある。第二に、
素描の内容自体に着目するアプローチである。レオナルドが行った諸々の研究
は、その対象に年次的な変化が見られる。例えば先述したウォール・スイーパ
ーは初期レオナルドに中心的に見られる研究対象である。こうした素描の内容
から、大まかな年代の推定が可能となっている。今回行う[W.12560]の年代推定
では、後者に倣い、素描の内容に着目したい。  
特に注意を払う素描は、[W.12560]の右下方に描かれるアルキメデスのスクリ
ュー（＜挿図 5-11＞）と、中心に描かれる尖塔の描写である。とりわけ尖塔の
描写に関しては、アトランティコ手稿との関連が指摘できる。ウィンザー手稿
の親手稿にあたるアトランティコ手稿は、ペドレッティらによる詳細な先行研
究の成果をもとに年代の推定が行われている。ここから、特定のアトランティ
コ手稿の子葉とウィンザー手稿の子葉との関連が指摘できれば、ウィンザー手
稿の子葉の年代推定が可能であろう。  
 
5-3-1. [W.12560]におけるアルキメデスのスクリューについて  
すでに述べたように、アルキメデスのスクリューはレオナルドが初期に研究
を行っていた揚水機（water-lifting machine）の一種である。多くは螺旋構造を持
つ円柱もしくは円錐の形を取り、スクリューの回転により液体を上部に連続し
て移動させることができる。現在でもこの機械は灌漑や排水を行う際によく用
いられている。レオナルドは複数の手稿で、このアルキメデスのスクリューを
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扱った素描を残している37。また、レオナルドがミラノの専制君主ルドヴィコ・
スフォルツァに宛てた手紙の草稿には、揚水機に関する記述も確認できる。  
 
In tempo di pace credo satisfare benissimo ad paragone de omni altro in 
architectura, （…）, et in conducer aqua da uno loco ad uno altro.38  
拙訳：平時におきましては、建築、（…）、また任意の地点から他の地点へと
水を引くことなどについて、他の者と比較しても十分に満足いただけるで
しょう。  
 
先行する研究では、上記の手紙の草稿が記入されたのは 1482 年とされる。アル
キメデスのスクリューに直接言及しているわけではないが、この草案の内容か
ら、レオナルドは 1480 年代前半まで揚水機の研究を熱心に行っていたことが
わかる。[W.12560]に描かれるスクリューは、おそらく螺旋状の管の配置に関す
る素描であると考えられる。こうした揚水機の研究を行っているという点で、
この記入が初期のレオナルドによって行われたことが理解できる。  
 
5-3-2. レオナルドによる尖塔の描写と[W.12560] 
 [W.12560]の尖塔の描写には、やや詳細な分析を行いたい。レオナルドの手稿
には、尖塔に関する素描が複数確認できる。尖塔の描写が行われた時期は、彼
がフィレンツェで活動していた第一フィレンツェ期と呼ばれる 1472 年から
1482 年、および 1483 年から 1499 年の第一ミラノ期における初期（おおよそ
1485 年まで）である。第一フィレンツェ期の尖塔の描写は、主に絵画作品の為
の習作である。これまで幾度か紹介したウフィッツィ美術館の「受胎告知」の
背景には湾に面した都市が描かれており、その中に複数の尖塔が描かれている。
翻って第一ミラノ期における尖塔の素描は、都市の周りに配置された周壁、も
しくは城壁を建設するための研究が中心であると考えられる。  
 さて、ここでレオン・バッティスタ・アルベルティ Leon Battista Alberti（1404-
1472）の『建築論 De re aedificatoria』に基づき、ルネサンス期イタリアにおけ
る尖塔の基本的な特徴について付記しておきたい。アルベルティは港湾都市に
おける尖塔について、以下のように記述している。  
 
 
37 特に、アトランティコ手稿第 26 子葉 v.面や第 47 子葉 r.面等に詳細な研究の成果が記さ
れている。  
38 Marinoni, Cod.Atl.tras., vol.Ⅻ, 1980. 
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また港の入り口の前に、高い防衛用の塔を幾つか建てられよう。その見張
台から、帆が現れてくるのを望遠し、夜は松明の火で水夫たちに確かな入
口を示す。39 
 
以上から、ルネサンス期イタリアの港湾都市において、尖塔は都市防衛の役割
と灯台の役割を兼ねていたことがわかる。戦時下における防衛拠点である港湾
都市の尖塔は、一般的な尖塔と比較し大きく強固な構造に建てられていた。ま
た湾から遠くを見通す為に、その高さも重要になっていただろう。一方灯台と
しての利用の為に上部は主柱に対し大きく作られ、複数の、もしくは巨大な松
明を設置できる構造を基本としたと考えられる。  
 次いで都市の周壁について、アルベルティは以下のように述べている。  
 
また周壁にそって五十クビドゥムごとに塔を、控柱のように前面に突出し
て配置し、塔の前面は円形平面にして、また壁より高くする。こうすると
壁に接近するものは飛び道具に無防備な側面をさらすことになり、損傷を
受ける。周壁は塔により、塔は他の塔によって大いに補強される。 40 
 
ここから、周壁等に配置された尖塔は都市を防衛する為に用いられたことがわ
かる。長さを表す単位クビドゥムはおおよそ 50cm であり、塔は約 25m の間隔
を目安に多数建築されていたようである。この状況を鑑みれば、塔一基の大き
さや構造上の強度はそれほど重要でないだろう。弓矢等を用いて周壁を越えよ
うとする敵を攻撃する際、高すぎる塔はかえって不利である。また、巨大すぎ
る塔は投擲機等の攻撃を受けやすく、塔の崩壊によって周壁自体に大きな損傷
を与えかねない。そのため周壁等に配置される尖塔は、過度に高すぎることな
く、かつ構造として比較的細く建設されたと考えられる。  
 アルベルティの示すこれらの特徴はあくまで尖塔を建設する際の定石であり、
全ての尖塔がこの要件を満たすわけではない。しかしながらこの記述をもとに、
ルネサンス期における尖塔のあり方を考察できよう。特にレオナルドは、絵画
等の背景描写に過剰なほどの拘りを見せている。レオナルドの描く背景は、対
象へのつぶさな観察を通し精巧に描写されている。当時の尖塔のあり方を正し
く理解することで、レオナルドの手稿を分析することが可能となろう。  
 例えば先に紹介した「受胎告知」の背景に見られる港湾都市の描写では、数
 
39 L・B・アルベルティ（相川浩訳）『建築論』中央公論美術出版、1987 年、118 頁。  
40 アルベルティ、同書、108 頁。  
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基の尖塔が確認できる。その多くは湾に面しており、うち一基が湾の入り口に
配置されていることがわかる。各尖塔は周囲の建築物と比較すると太く堅牢に
作られており、さらにこれらの上部の構造は主柱に対しやや大きくなっている。
アトランティコ手稿第 991 子葉 r.面には港湾都市の簡単なスケッチが記されて
おり、その描写の中に膨らんだ上部構造を持つ尖塔を確認することができる。  
 またレオナルドの手稿に残された素描を確認すると、その多くは直線的な尖
塔である。例えばアトランティコ手稿第 1022 子葉 r.面（以下[Atl.1022,r]）には、
単体の尖塔の描写が残されている。この手稿からは尖塔の周囲の状況は把握で
きないものの、主柱は角柱の形態を有しており、主柱の太さも一定である。上
部の構造も主柱と同じ太さであり、全体として直線的な印象を受ける 41。  
 
5-3-3. [W.12560]と[Atl.147,r]における尖塔の比較  
 本節では、[W.12560]に見られる尖塔の描写が 1480-82 年記入のアトランティ
コ手稿 147(i).r.面（以降[Atl.147,r]）の尖塔の描写と非常に類似していることを
指摘する。[W.12560]と[Atl.147,r]の関係が確認できれば、[W.12560]が[Atl.147,r]
の制作年、すなわち 1480-82 年のうちに記されたことがわかり、画風上の特性
のみならず制作年代に関しても[W.12560]と[Atl.995,r]との一致を見ることがで
きる。  
まず、[W.12560]における尖塔の描写を確認したい。＜挿図 5-12＞にはファ
クシミリ版による[W.12560]の塔の描写を示す。次いで＜挿図 5-13＞は、ペド
レッティらによる [W.12560]の紫外線画像を載せる。 [W.12560]の塔部分を見る
と、[W.12560]の中央左には、3 基の塔の素描が確認できる。3 基の中で左上部
に描かれたやや小さな塔の素描には、建築物が併設されていることがわかる。
これは、一般的な尖塔というより、むしろ教会などに見られる鐘塔のようであ
る。左下の尖塔の素描には、[Atl.1022,r]に見られたような尖塔と同様の特徴が
見られる。その主柱は直線的であり、上部の構造と主柱の太さは一定である。
また頂上部は細長い円錐の形状をとる。この左下の尖塔に対し、右側の大きな
尖塔は形状が異なり、特徴的である。こちらも塔の主柱は一定の太さを維持し
ているが、上部は主柱に対し膨れた構造を取っている。この上部が膨らんだ構
造は、明らかに港湾の都市で見られる尖塔の特徴を含んでいる。さらにこの膨
れた上部は３段の構造を有しており、他の尖塔素描に見られない特徴を持つ。
 
41 こうした直線的な塔の他の例として、ウィンザー手稿第 12398 子葉に描かれる都市の
風景画などを挙げることができよう。また都市の周壁（もしくは城壁）と塔の素描につい
ては、ウィンザー手稿第 12292 子葉 v 面に見られる都市の風景画に見ることができる。  
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さらに、上部構造の周囲には等間隔に柱が配置されていることがわかる。上部
構造の周囲に配置された柱は円錐形の屋根を支えるとともに、広範囲からその
頂上に据えられた松明の明かりを確認することを容易にしている。  
 この  [W.12560]に描かれた特徴的な尖塔の描写と類似する素描が、アトラン
ティコ手稿の子葉に確認できる。  [Atl.147,r]はペンとインクによって記入され
た手稿であり、ペドレッティによる年代推定では 1480-82 年の子葉であるとさ
れる。手稿の左上部には計 4 基の尖塔と二隻の帆船が描かれており、港湾都市
の風景を描いたものとされる。4 基の尖塔のうち、３基は細く直線的な構造を
とっている。主柱はおそらく角柱であり、三角の屋根が付されている。これら
は[Atl.1022,r]に見られるような、レオナルドの手稿にたびたび見られる尖塔で
あると言える。一方、中央の大きい尖塔は、他の３基と異なる上部構造を持っ
ている。この手稿の塔部分を、＜挿図 5-14＞に示す。  
 [W.12560]および[Atl.147,r]の中央に描かれた尖塔を比較したい。まず主柱に
着目すると、両素描ともに主柱の太さは変化していないように思われる。また
どちらも主柱が太く、非常に堅牢な作りとなっている。次いで両素描とも上部
の構造が非常に類似していることが指摘でき、2 つの尖塔の上部は主柱に対し
より大きなものとなっている。さらに、非常に簡単なスケッチながら、[Atl.147,r]
の尖塔は 3 段に分かれた特徴的な上部構造を有していることが確認でき、この
3 段に分かれた上部構造の周囲にはそれぞれ等間隔の柱が描かれている。この
点においても、[W.12560]に見られる特徴と一致している。  
 これらの比較から、以上のような結論が導かれるだろう。[W.12560]に描かれ
る尖塔は、明らかに港湾の都市で見られる尖塔の特徴を有している。[Atl.147,r]
の尖塔に関しても、背景からこの尖塔が港湾都市にあったものと捉えられる。
さらに両素描は構造上の特徴も一致している。その特徴とはすなわち、①上部
が主柱に対し膨らんだ構図、②上部構造か 3 段に分かれる構図、③上部構造の
周囲に柱が等間隔に配置される構図、である。レオナルドは細かな観察を通し、
対象物を描いていた。そのため、細かな構造の一致が見られる [W.12560]および
[Atl.147,r]の尖塔は、同一の建築物を描いたものと考えられる。ここから、
[W.12560]の記入年は[Atl.147,r]の時期と離れておらず、1480 年前後に位置付け
ることができるだろう。  
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以上の考察から、[W.12560]および[Atl.995,r]の手稿は、聖母の構図とともに、
制作年代においてもある程度の一致を見ることができる。同時期に、同様の構
図を持つ聖母の素描を描いていることから、 [W.12560]と[Atl.995,r]における両
聖母の素描について、筆者は同一の主題を描いた素描であるとみなしたい。  
 ここから、[W.12560]と[Atl.995,r]の両手稿と関連付けられる絵画作品は、主に
8 点の特徴を持つと推測する。まず、完成した聖母像は、[Atl.995,r]と[W.12560]
に見られる 4 点の構図的特徴を含んでいると言えるだろう。すなわち、①聖母
が跪く構図、②頭部を左下方にむける構図、③両手を身体から離し、それぞれ
左右に広げる構図、④右手の掌を下に向け、その指先は体の外側を示す構図で
ある。さらに[W.12560]の描写から、絵画作品の特徴をさらに指摘することがで
きる。即ち、⑤跪く聖母が絵の中心に据えられる構図⑥幼児の絵が含まれる⑦
聖母の背景には風景画が描かれる⑧屋外の聖母を主題にする、の 4 点である。 
 
6. 絵画作品との照合および考察  
前章では[Atl.995,r]と[W.12560]の聖母の素描に着目し、手稿の分析を通して、
これらの素描を本稿が課題とする聖母像の習作であると位置づけた。本章では
こうした手稿から得られた構図上の特徴をもとに、レオナルドとの関連が指摘
される絵画作品との比較検証を行いたい。  
 
6-1. 対照絵画の設定  
6-1-1. レオナルドの絵画作品について  
同時代の他の画家と比較して、レオナルドの遺した絵画作品は非常に少ない。
レオナルドが生涯制作した絵画作品数は、未完のものや現存しないものも含め、
50 点余りとするのが通説である。L・ハイデンライヒはレオナルドの絵画作品
について、「史料に基づき確かに真作である作品」 (Quellenmäßig gesichert)が 9
点、「議論の余地なく真作である作品」(unbestritten anerkannt)が 1 点、「ほぼ確
実に真作と認められるが、部分的に保留せざるを得ない作品」(überwiegend, doch 
zum Teil unter Vorbehalten anerkannt)が 7 点存在すると指摘している。ハイデン
ライヒが指摘する 17 点の絵画作品のうち、聖母を主題に扱う絵画作品は 7 点
である42。しかしながらレオナルドの真筆とされる 7 点の聖母像の中に、前章
 
42 該当するのは「Madonna in der Felsengrotte, erste Fassung」（岩窟の聖母 第 1 作）、
「Hl.Anna Selbdritt」（聖アンナと聖母子）、「Madonna in der Felsengrotte, zweite Fassung」
（岩窟の聖母 第 2 作）、「Madonna Benois」（ブノアの聖母）、「Verkündigung」（受胎告知 
ウフィッツィ版）、「Verkündigung」（受胎告知 ルーブル版）、「Madonna mit der Vase」（カ
ーネーションの聖母）である。括弧内には一般的な邦題を示した。  
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までに示した構図上の特徴を含む絵画作品は確認できない。  
そのため本章の考察では、対象とする絵画を、レオナルドとの関連が議論さ
れる作品にまで広げたい。対象とする絵画作品の帰属を議論することは、本論
文の意図するところではない。ルネサンス期の工房制において、弟子が師の絵
画作品を精巧に模写することは一般的であった。またたびたび、弟子が用いる
用紙や絵具等の画具は師のそれと同じであった。レオナルド真筆の絵画とレオ
ナルデスキ（レオナルドの弟子の意）の習作とを見分けることが困難な理由は、
まさにこのためである。一方で、こうした模写を通して、師が描いた絵画を推
測することができる。通常の模写では原画のモチーフは維持され、構図が大き
く変化することは少ない。そのため、対象とする絵画がレオナルドの真筆でな
い場合にも、その模写を通してレオナルドの描いた聖母像を推定することが可
能である。  
 
6-1-2. [Madonna and Child with the Infant St. John the Baptist ]（「聖母子と幼き洗
礼者聖ヨハネ」）に関して  
 ここでは、上記の構造上の特徴と類似する絵画として、現在モスクワで個人
所蔵される「Madonna and Child with the Infant St. John the Baptist」（以下、拙訳：
「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」）を取り上げる 43。このモスクワの「聖母子と
幼き洗礼者聖ヨハネ」は、縦 71.8cm 横 50.5cm の縦長の作品であり、油彩およ
びテンペラで描かれている。この絵画の主題は題目の通り、聖母マリアと幼い
イエス、そして幼児の姿で描かれた洗礼者ヨハネである。洗礼者ヨハネはイエ
スに洗礼を授けた聖人であり、西洋絵画で聖母子を描く際、しばしば幼子の姿
で描かれる。  
この絵画と同様の主題を扱い、かつ構図が類似する絵画は複数点存在する。
オクスフォードのアシュモレアン博物館 Ashmolean Museum にはサイズおよび
構図が非常に類似した絵画が存在する。またフィレンツェのピッティ宮 Palazzo 
Pitti、ミラノのガララーティ・スコッティ・コレクション Gallarati Scotti Collection
にも同様の主題を扱った作品が所蔵される。その他フランスのヴィルヌーヴ・
ダスクとハンガリーのブダペシュトにそれぞれ１点ずつ、同様の作品が所蔵さ
れる。  
 
 
43 ＜挿図 6-1＞  
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＜挿図 6-1＞「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」  44（モスクワ、個人所蔵）  
 
 
44 http://leonardomadonna.com/home（最終閲覧 2020/1/8）  
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 これらの作品の帰属は定まっていない。この主題の絵画とレオナルドを最初
に関連づけたのは、1920 年の W・スイダの指摘である。その後エミル・メラー
（1929）、T・ボレニウス（1930）がこの問題に取り組んでいる。スイダとメラ
ーはピッティ宮の「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」をレオナルドの真筆と見做
す一方、ボレニウスはアシュモレアンの絵画を未完のレオナルド作品と位置付
けている。ミラノの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」は、所蔵機関がレオナル
ド絵画からのコピーと分析しており、またヴィルヌーヴ・ダスクの絵画は一般
にレオナルドの弟子チェーザレ・ダ・セストのものと考えられている。いずれ
にしても、これらの絵画はレオナルドとの関係が指摘される。しかしながらボ
レニウス以降の約 85 年間にわたり、これらの絵画作品を扱った研究はほとん
ど行われてこなかった。  
このような流れの中で近年、絵画研究の分野からこの主題を扱ったレポート
が示されている。エルミタージュ美術館の A・コッソラポフらは 2015 年、モス
クワの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」を対象として最新の科学分析を行った。
ここで行われた主な分析は、使用された塗料の成分と絵具層の分析、X 線によ
る下絵の確認である。これらの分析を通し、コッソラポフはこのモスクワの「聖
母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」にはレオナルド絵画の特徴が含まれており、レオ
ナルドの真筆であると結論づけている45。  
 ところで、スイダに始まる「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」を主題とした絵
画の研究では、たびたび手稿と絵画との関連が指摘される。メラーはピッティ
宮の「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の構図と[Atl.995,r]（原典では旧版のナン
バリングが施されており、番号は「358,r.b.」と表記されている）の素描との関
係を指摘し、ここから絵画の帰属論を展開している 46。またコッソラポフも同様
に、モスクワの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」がレオナルドに帰属する根拠
として、[W.12560]の聖母に言及している。  
 しかしながらこれらの指摘は、本研究とは性格を異にするものである。両者
は「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の帰属をめぐって、自説を補強する手稿を
「当てはめた」にすぎず、どちらの言及においても、レオナルドの手稿を俯瞰・
精査する手続きを怠っている。両者は手稿の記入された時期には全く触れてお
らず、またメラーは[W.12560]の、コッソラポフは[Atl.995,r]の言及を行なってい
ない。  
 
45 http://leonardomadonna.com/report (最終閲覧 2020/1/7 ）  
46 Emil Möller, “Die Madonna mit den Spielendem Kindern aus der Werkstatt Leonardos” in 
Zeitschrift für Bildende Kunst,  1929, p217. 
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無論、メラーらの言及は本研究と相反するものではない。今日の手稿研究の
進展から、手稿分析を基に[Atl.995,r]・[W.12560]と「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハ
ネ」の考察を試みる本研究は、以上のような言説の再検討という側面も持つで
あろう。  
先述したように筆者は、モスクワの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の帰属
について判断を避けたい。しかしながら、近年の科学分析の先行研究 47から、こ
の作品が確かにレオナルドの絵画に起源を発しており、レオナルドの真筆もし
くはレオナルデスキによる模写であるのは明らかである。この確認をした上で、
次説では手稿と絵画との比較を行いたい。  
 
6-2. 「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」と 8 点の構図との比較  
 本稿ではすでに、[Atl.995,r] と[W.12560]の聖母の素描が、本稿が課題とする
聖母像の習作であると結論づけた。 [W.12560]と[Atl.995,r]が同一の主題を扱っ
た絵画の習作であるとした場合、[W.12560]の聖母描写から、完成した聖母像の
構図を推測することができる。まず、完成した聖母像は、[Atl.995,r]と[W.12560]
に見られる 4 点の構図的特徴を含んでいると言えるだろう。すなわち、①聖母
が跪く構図②頭部を左下方にむける構図③両腕を身体から離し、それぞれ左右
に広げる構図④右手は掌を下に向け、その指先は体の外側を示す構図、である。
また[W.12560]の描写から、新たに 4 点の構造的特徴を指摘することができる。
その４点は⑤跪く聖母が絵の中心に据えられる構図⑥幼児の絵が含まれる⑦
聖母の背景には風景画が描かれる⑧屋外の聖母を主題にする、である。本節で
は手稿分析から推測される 8 点の構図と、モスクワの「聖母子と幼き洗礼者聖
ヨハネ」（以下、この作品を単に「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」とする）との
比較を行いたい。  
 まず、第 1 点目の跪く聖母の構図について考察したい。「聖母子と幼き洗礼者
聖ヨハネ」を見ると、聖母マリアは地面に両膝をつけ、跪いている様子が確認
できる。この点で、構図は一致している。両膝の位置については、左足をやや
前方に出し、右足を後ろに引いている。すでに確認したように、 [W.12560]と
[Atl.995,r]の聖母の足の位置は異なっており、前者は右足を前に、後者は左足を
前にした構図である。聖母の膝の位置に関しては、[Atl.995,r]の描写に近しいと
言えるだろう。また、跪く聖母の姿勢に関しても、[Atl.995,r]との類似が指摘で
 
47 L・ハイデンライヒ教授によるレオナルドの絵画研究では、「跪く聖母、およびイエスと
ヨハネ」(Kniende Maria mit Jesus und Johannes)という絵画作品がリストに記載されている。
Heydenreich,op.cit.,p202. 
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きる。[W.12560]の聖母は身体が全体的に左側を向いており、右足の足先の描写
が確認できる。さらにその姿勢は膝を深く曲げ、上体は前屈みになっている。
一方「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」と[Atl.995,r]の描写では、聖母の身体がほ
ぼ正面を向いており、両足先は体に隠れ確認できない。またその上体は起こさ
れ、[W.12560]と比較して膝の曲がりも浅く描かれている。ここから第１点目の
跪く聖母の構図について、「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」と [W.12560]・
[Atl.995,r]の聖母の素描には共通した特徴が見られ、特に[Atl.995,r]の聖母に類
似していると結論づけたい。  
2 点目の頭部の向きに関して、「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」のマリアは左
方向に頭部を向けている。その眼差しは左下へと向けられ、視線の先には幼い
イエスが描かれている。この点も、[W.12560]と[Atl.995,r]に見られる特徴と一致
する。また「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」におけるマリアの頭部装飾に着目
すると、聖母は赤く薄いベールを纏っており、額には円形の飾りが描かれてい
る。さらにマリアの頭部やや上には、聖人をあらわす光輪の描写が見受けられ
る。[W.12560]と[Atl.995,r]の素描にもベールと見られる簡単なスケッチが施さ
れ、両手稿に見られる特徴と一致する。一方聖母の光輪に関しては、[Atl.995,r]
と[W.12560]の聖母の素描には見受けられず、素描との関連は不明である。  
  ３・4 点目は、[Atl.995,r]と[W.12560]の聖母で特徴とした上半身の構図である。
両手稿の聖母は両手を身体から離し、腕は左右に伸ばされている。「聖母子と幼
き洗礼者聖ヨハネ」の聖母にも同様の特徴が見られる。マリアは両腕を広げた
ような構図を取り、両手はそれぞれイエスと洗礼者ヨハネの方向に向けられて
いる。また伸ばされた右手の描写から、掌を下に向け人差し指・薬指を伸ばし、
その他の指を軽く曲げていることがわかる。ここでも、間違いなく [Atl.995,r]と
[W.12560]との一致を見ることができるだろう。次いで「聖母子と幼き洗礼者聖
ヨハネ」に描かれている右手は、左の画枠の中央付近まで伸ばされている。
[W.12560]の素描からもマリアが伸ばす右手の位置を確認でき、この 2 つの描写
は符合する。  
 次いで、 [W.12560]に見られた 4 点（第 5-8 点目）の比較に移りたい。まず、
「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の主題が聖母であるのは明らかである。聖母
は画面の中心に据えられており、色彩の乏しい背景は鮮やかな赤と紺の着衣を
纏う聖母を浮かび上がらせている。また跪く聖母の両側には、イエス並びに洗
礼者ヨハネが幼児の姿で描かれている。イエスは聖母の左下に描かれており、
左手を地面につけ、右手には小さな鳥を握っている。イエスの構図は[W.12560]
に見られるそれとやや異なる。また聖母の右には幼い洗礼者ヨハネが座った状
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態で描かれている。  [W.12560]の素描では、聖母の左足付近に幼児の描写が確
認できるが、聖母の右には幼児の描写がない。しかしながらこれらの不一致は、
絵画の構想段階であった [Atl.995,r]と[W.12560]と相反するものではなく、むし
ろ初期の構想では主題が聖母子に限定されていた可能性を示唆するものである。
洗礼者ヨハネのそばには小羊の描写が確認できるが、これは彼を象徴するアト
リビュート（いわゆる神の小羊）である。  
 背景に関しても、[W.12560]と「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」との一致を見
ることができる。「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の右奥の背景にはドーム型の
建築物や湖が描かれ、さらにその奥には空気遠近法により霞んだ山々が確認で
きる。こうした山の描写は[W.12560]にも見られ、画面右奥に山を配置する構造
も一致している。さらに、二本の樹木の描写も同様である。[W.12560]にはマリ
アの両端にそれぞれ一本ずつ、樹木のスケッチが描かれている。「聖母子と幼き
洗礼者聖ヨハネ」においても聖母の両脇にやや大きい二本の樹木が描かれてお
り、おおよそ同じ構図と言える。[W.12560]と「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」
との相違を挙げるならば、背景に配置される山々の位置であろう。「聖母子と幼
き洗礼者聖ヨハネ」では山々が聖母の左肩-左上腕あたりの高さに描かれている
一方、[W.12560]では山々が聖母の頭部より高い場所に描かれている。しかしな
がらこの指摘は、単に構図上の変更と捉えることができ、大きな問題とはなら
ないだろう。最後に、聖母子と洗礼者ヨハネは屋外にいることが確認できる。
聖母の周囲には建築物等は確認できず、地面には植物が描かれ、聖母の右手下
には赤い花の描写が見受けられる。  
 以上、モスクワの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の構図と [W.12560]・
[Atl.995,r]に見られる 8 点の特徴的な構図との比較を行った。比較を通して、モ
スクワの「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」の構図と 8 点の特徴的な構図は、全
てにおいて一致していることが確認できる。幼子イエスの構図や山々の位置な
どには若干の相違が見られたが、描く対象自体は一致しており、画面構想の際
の変更であると位置付けた。  
 
結  
以上から筆者は、1478 年から 1482 年の間にレオナルド・ダ・ヴィンチが制
作した聖母像が「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」を主題にした絵画であると結
論づける。モスクワに個人所有される「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」が、こ
れまで指摘した構図上の特徴を全て内包していることが確認された。モスクワ
の「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」そのものの帰属は議論があるものの、レオ
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ナルドの弟子が遺した複数の模写から、この絵画の主題がレオナルドによって
設定されたことは明らかである。また、本稿で先に関連を指摘したウィンザー
手稿第 12276 子葉にも聖母とイエス、そして洗礼者ヨハネと思われる素描が残
っており、本研究の結論と矛盾しない。  
またこの比較検討を通して、 [W.12560]と[Atl.995,r]の関係にも新たな指摘が
可能であろう。両手稿の間に見られた聖母の姿勢や両膝の位置関係等の相違に
関して、[Atl.995,r]に見られる聖母の素描がモスクワの「聖母子と幼き洗礼者聖
ヨハネ」に見られる表現により近しい。ここから筆者は、[W.12560]を[Atl.995,r]
より前に描かれた手稿であると位置付けたい。  
 最後に、アトランティコ手稿第 888 子葉、r.面に記されたレオナルドの素描目
録との関連を考察したい。すでに紹介したように、この素描目録には 3 点の聖
母の記述が確認できる。すなわち、第 25 項「Una nostra donna finita.」（完成し
た聖母像 1 枚）、第 26 項「Un’altra qu<a>si ch’è ’n proffilo.」（ほとんど横向きの
別の聖母像１枚）、第 27 項「La testa di Nostra Donna che va’n cielo.」（被昇天の
聖母の顔１枚）48の記述である。まず第 27 項で示される聖母像は聖母の頭部を
中心に扱っていると考えられ、聖母の身体全体が描かれる「聖母子と幼き洗礼
者聖ヨハネ」とは合致しない。また、設定された場面も異なっていることから、
「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」は第 27 項に該当しないであろう。  
第 25 項・第 26 項では、主題となる聖母の場面設定について記述されていな
い。両項目の差異は、第 25 項には絵画の完成度のみが記されているのに対し、
第 26 項には「ほとんど横向きの」という聖母の特徴が付されていることであ
る。一般に、類似した作品 2 点をリストとして記述する際、後者の項目には前
者に見られない特徴を記すことが自然であろう。ここから逆説的に、第 25 項に
該当する絵画作品の聖母は「ほとんど横向き」ではないことがうかがえる。第
25 項の聖母が正面を向く構図なのか、真横を向く構図なのかは定かではないが、
諸々の条件から、筆者は聖母は正面（もしくはほぼ正面）を向いた構図で描か
れたのではないかと推定する。  
一方、「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」に見られる聖母はまさに「ほとんど横
向き」である。聖母は自身の左足付近にいるイエスを眼差し、その頭部は（観
察者から見て）正面から 70 度ほど右に傾けられている。ここから筆者は、第 26
項に記された聖母像こそが、「聖母子と幼き洗礼者聖ヨハネ」そのもの、もしく
はこれに関連する習作であるとしたい。  
 
48Cod.Atl.fac., vol.X, 1975. 裾分[2004a]、36-38 頁。  
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おわりに  
本研究では一貫してレオナルドの手稿に重心を置き、手稿から絵画作品の推
定を試みてきた。しかしながらレオナルドの手稿に関して、未だに全容は明ら
かでない。  
本稿で視野に入れた手稿の類は、その多くが手稿本と呼ばれる纏った手稿で
あり、比較的研究が進んでいるものである。一方で、現在世界各地に単体で収
蔵される手稿は、その研究の少なさも相まって、本稿ではほとんど触れられて
いない。さらに言えば、現存する手稿はレオナルドが生前記した手稿の四分の
一程度とする説もある49。このように、本稿が扱った手稿の範囲は非常に限られ
たものである。またレオナルドの手稿研究そのものも、500 年以上連綿と続く
レオナルド研究の中においては、産声を上げたばかりである。近年公刊された
基礎資料も、あくまで手稿研究の「基礎」にすぎず、更なる進展が期待される。  
しかしこうした指摘を受けてもなお、手稿の重要性が揺らぐことはない。ど
のようなアプローチであれ、レオナルド研究の進展は手稿と相互に関連する。
各研究の進展によって手稿はさらに深く正確に読み込まれることとなり、手稿
の正確な読みによって各研究が進展するのである。求められるのはレオナルド
の手稿研究の時点を正確に理解することであり、新たな手稿の再発見やレオナ
ルド研究の進展が見られた際には絶えず手稿に立ち返る必要があろう。  
特に絵画研究においては、完成した絵画作品を中心にその帰属や制作年の特
定を試みる方法が一般的である。しかしながら完成した絵画作品の裏には、描
写技術を向上させる努力はもとより、構図上の推敲といった芸術家の苦心が隠
されている。この点で、まさに手稿こそがレオナルドの絵画制作の過程を我々
に示し、絵画作品を正確に理解することを可能とするのである。今後の手稿研
究の進展に伴い、絵画作品に対する新たな考察が可能となる筈であり、よって
本稿は、こうした手稿研究を基にする絵画研究の第一歩としたい。  
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